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「
明
日
を
決
め
る
の
は
私

た
ち
～
政
治
を
変
え
よ
う
！

６
・
５
島
根
県
民
集
会
」
が

５
日
、
松
江
市
で
開
か
れ
ま

し
た
。
し
ま
ね
総
が
か
り
行

動
な
ど
実
行
委
の
主
催
。
１

０
０
０
人
超
が
参
加
し
、
会

場
は
戦
争
法
廃
止
、
立
憲
主

義
回
復
、
福
島
浩
彦
参
院
鳥

取
・
島
根
選
挙
区
予
定
候
補

を
国
会
へ
、
の
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。 

 

集
会
前
に
は
３
野
党
が
ス

ピ
ー
チ
。
日
本
共
産
党
の
大

2016年 

 

 

 

  

 

に
な
っ
た
途
端
に
重
い
負
担
が
の
し

か
か
っ
て
く
る
▼
学
生
は
「
納
付
猶

予
」
の
制
度
も
あ
る
け
れ
ど
「
将
来

受
け
取
る
…
年
金
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
」
と
の
〝
脅
し
文
句
〟
が
。
一

方
で
ま
と
め
て
「
前
払
い
」
す
る
と

「
保
険
料
が
割
引
に
な
り
、
お
得
で

す
」。
結
局
、
お
金
が
な
い
と
年
金
も

減
ら
さ
れ
、
金
持
ち
は
保
険
料
ま
で

優
遇
さ
れ
る
▼
安
倍
政
権
は
「
際
限

な
き
年
金
削
減
」
で
高
齢
者
の
貧
困

を
深
刻
に
し
、
社
会
問
題
化
さ
せ
た
。

年
金
制
度
へ
の
不
信
を
広
げ
、
国
民

年
金
の
保
険
料
未
納
は
４
割
に
も
。

保
険
料
を
払
っ
て
い
な
い
・
払
え
な

い
人
は
１
千
万
人
を
超
え
、
制
度
の

「
空
洞
化
」
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て

い
る
▼
そ
の
う
え
、
安
倍
政
権
は
「
株

価
対
策
」
な
ど
と
、
庶
民
が
払
っ
た

年
金
保
険
料
に
よ
る
積
立
金
か
ら
数

十
兆
円
も
株
式
市
場
に
投
入
し
、
巨

額
の
損
失
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
昨

年
７
～
９
月
は
７
兆
８
８
９
９
億
円

も
の
赤
字
に
。
安
倍
政
権
は
、
毎
年

７
月
上
旬
に
公
表
さ
れ
る
運
用
状
況

の
公
表
を
参
院
選
後
に
す
る
と
発

表
。
日
本
共
産
党
の
小
池
晃
参
院
議

員
は
「『
損
失
隠
し
』
で
選
挙
を
乗
り

切
ろ
う
と
す
る
や
り
方
は
許
せ
な

い
」
と
国
会
で
厳
し
く
追
及
し
た
▼

結
局
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
恩
恵
を

受
け
た
の
は
一
握
り
の
大
企
業
や
富

裕
層
だ
け
。
社
会
保
障
は
相
次
ぐ
改

悪
で
格
差
が
広
が
っ
た
。
安
保
法
制

の
問
題
も
含
め
、「
安
倍
暴
走
政
治
」

全
体
に
審
判
を
下
す
べ
き
と
き
だ
。

日
本
共
産
党
は
〝
減
ら
な
い
年
金
・

頼
れ
る
年
金
〟
、
最
低
保
障
年
金
制

度
の
提
案
を
含
め
、
新
し
い
政
治
へ

の
確
か
な
展
望
を
も
っ
て
い
る
。
娘

や
若
者
た
ち
と
も
政
治
を
変
え
る
希

望
を
大
い
に
語
っ
て
い
こ
う
。（
後
） 

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
娘
の

も
と
に
国
民
年
金
の
加
入
の

案
内
が
届
い
た
。
保
険
料
は
月

額
１
万
６
２
６
０
円
。
二
十
歳
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た
い
。
平
和
外
交
、
人
道
支

援
を
強
力
に
す
す
め
る
平
和

国
家
・
日
本
を
実
現
す
る
た

平
喜
信
衆
院
議
員
、
遠
藤
秀

和
党
県
政
策
委
員
長
、
民
進

党
の
亀
井
亜
紀
子
県
連
副
代

表
、
社
民
党
地
方
議
員
が
「
憲

法
９
条
守
っ
て
、
戦
争
法
廃

止
を
」
と
連
帯
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
、
フ
ォ
ト
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
志
葉
玲
氏
が

「
戦
場
取
材
か
ら
語
る
民
主

主
義
と
平
和
憲
法
」
と
題
し

講
演
し
ま
し
た
。 

 

福
島
氏
は
「
自
民
党
の
憲

法
改
悪
を
ど
う
し
て
も
止
め

「市民は変える 選挙を変える」のフライヤーを一斉に掲げて気勢をあげる参加者（くにびきメッセ） 

め
、
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
り

た
い
」
と
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
大
平
喜
信

衆
院
議
員
は
５
日
、
松
江
市

内
３
カ
所
で
街
頭
宣
伝
し
、

「
憲
法
破
壊
と
国
民
無
視
の

暴
走
を
続
け
る
安
倍
政
権
を

退
陣
に
追
い
込
む
た
め
野
党

統
一
予
定
候
補
の
福
島
浩
彦

氏
の
勝
利
、
比
例
で
の
支
持

の
大
波
を
」
と
強
調
し
ま
し

た
。
遠
藤
秀
和
党
県
政
策
委

員
長
、
尾
村
利
成
県
議
と
訴

え
ま
し
た
（
写
真
）。 

 

大
平
氏
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
批

准
見
送
り
や
、
消
費
税
増
税

再
延
期
な
ど
は
国
民
世
論
に

押
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
、「
た

た
か
い
を
広
げ
に
広
げ
て
自

公
を
少
数
に
し
、
暴
走
を
根

っ
こ
か
ら
断
ち
切
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

遠
藤
氏
は
、
福
島
氏
へ
の

期
待
が
広
が
っ
て
い
る
と

し
、「
福
島
氏
の
勝
利
、
共
産

党
躍
進
を
必
ず
成
し
遂
げ
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
大
国
陽
介
県
議
は
２
日
、
一
般
質
問
に
、

尾
村
利
成
県
議
は
７
日
、
一
問
一
答
質
問
に
立
ち
、
県
知
事

や
県
執
行
部
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

大
国
県
議
は
「
希
望
す
る

保
育
所
に
入
れ
ず
職
場
復
帰

で
き
な
い
」
な
ど
保
護
者
の

怒
り
の
声
に
ふ
れ
、
①
要
件

を
満
た
す
の
に
入
所
で
き
な

い
入
所
未
決
定
者
数
②
国
の

賛
成
だ
が
、
計
画
は
使
用
済

み
核
燃
料
を
再
処
理
し
、
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
を
再
利
用
す
る

原
発
の
再
稼
働
、
危
険
な
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
を
燃
や
す
プ
ル

サ
ー
マ
ル
運
転
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
毒
入
り
計
画

だ
」
と
批
判
。
そ
の
上
で
六

ケ
所
村
再
処
理
工
場
が
予
定

通
り
稼
働
し
た
際
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
回
収
量
と
利
用
計
画

を
尋
ね
た
の
に
対
し
、
岸
川

防
災
部
長
は
「
工
場
フ
ル
稼

働
で
年
間
の
回
収
量
は
約
８

㌧
。
う
ち
プ
ル
サ
ー
マ
ル
で

の
利
用
計
画
は
約
６
㌧
」
と

答
弁
。
尾
村
氏
は
「
プ
ル
サ

ー
マ
ル
運
転
の
実
績
は
ゼ
ロ

で
あ
り
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の

使
い
道
は
全
く
な
い
。
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
撤
退
と

原
発
ゼ
ロ
こ
そ
命
と
安
全
を

守
る
確
か
な
道
だ
」
と
強
調

し
ま
し
た
。（
２
面
に
続
く
） 

 

尾
村
県
議
は
中
国
電
力
の

島
根
原
発
１
号
機
廃
炉
計
画

に
つ
い
て
「
原
発
の
廃
炉
は

緊
急
対
策
や
待
機
児
童
・
入

所
未
決
定
者
数
解
消
へ
の
所

見
、
保
育
現
場
の
実
態
へ
の

認
識
な
ど
を
質
し
ま
し
た
。 

 

藤
間
健
康
福
祉
部
長
は
保

護
者
の
希
望
と
合
致
し
な
い

な
ど
「
私
的
な
理
由
」
で
の

待
機
児
童
が
２
２
３
人
に
な

る
こ
と
を
初
め
て
公
表
。 

溝
口
知
事
は
「
市
町
村
が

国
や
県
の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
に
合

わ
せ
て
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

（
２
面
に
続
く
） 


